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生物学的特性

生物学的特性

n 寿命：不明

n 成熟開始年齢：不明

n 産卵期・産卵場：
北海道沖の産卵盛期は4～5月
で産卵場は不明、サハリン東
岸の産卵期は5～10月で産卵
場は水深400～1,100m

n 食性：
魚類、クモヒトデ類など

n 捕食者：不明

l 主な分布水深（漁場水深）は300～1,200m
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漁獲の動向①

l 主漁法は沿岸漁業の延縄と刺し網
l 漁獲量は長期的にみて減少傾向
l 1986年に2,000トンを超えていた漁獲量(全漁業種合計)は、

2022年は151トン
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l 資源全体に対する漁獲努力量の推移は把握できていない
l オホーツク海の沿岸漁業の操業隻数は1995年以降に大幅減
l 延縄漁業の2001～2022年の操業隻数は1〜4で推移

漁獲の動向②
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資源評価の流れ

2022年までの
資源量指標値
漁獲量

水準判断（漁獲量
の推移）

動向判断（資源量
指標値の傾き）

2024年
算定漁獲量





資源の動向②
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l 資源量指標値（2001年以降の延縄漁業の操業隻数あたり
の漁獲量（CPUE））により動向を判断

l 2022年の資源量指標値は15トン/隻
l 資源動向：直近5年間（2018～2022年）の資源量指標値の

推移から「減少」




